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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
対向する一対の端面を有し、該端面で開口する貫通孔を有する壁面貼付片材が基壁に格子
状または千鳥格子状に敷設されてなる壁面構造であって、該壁面構造において前記壁面貼
付片材が縦または横方向に配列された互いに平行な複数列の片材列を構成し、各該片材列
を構成する前記壁面貼付片材の前記貫通孔が、各該片材列の長手方向に連なって、該片材
列をその長手方向に貫通する長尺貫通孔を構成し、前記片材列の長手方向に隣り合う前記
壁面貼付片材間に隙間空間を有し、前記貫通孔が前記隙間空間を介して外気と導通する壁
面構造。
【請求項２】
前記片材列の末端に位置する各前記壁面貼付片材の前記貫通孔の開口を、開閉可能に封止
する封止手段を備える請求項１に記載の壁面構造。
【請求項３】
複数の前記隙間空間が縦方向に連なり、該縦方向に連なった該複数の前記隙間空間からな
る長尺目地空間に棒状充填体が着脱可能に充填された請求項１に記載の壁面構造。
【請求項４】
前記片材列の長手方向が縦方向である請求項２に記載の壁面構造。
【請求項５】
前記壁面貼付片材が長尺であり、前記貫通孔が前記壁面貼付片材をその長手方向に貫通し
、前記壁面貼付片材が、前記基壁に長手方向を縦方向として敷設され、横方向に連なった
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複数の前記隙間空間からなる長尺目地空間に、該長尺目地空間に面する前記壁面貼付片材
の前記貫通孔の開口を開閉可能に封止する封止手段が設けられた請求項１に記載の壁面構
造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遮熱効果に優れた壁面構造及びその壁面構造に用いられる壁面貼付片材に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　片材の断熱性能を向上させる目的で、セラミック片材とその裏面に接合された発泡ガラ
ス等からなる断熱層とを備えた片材が開示されている（例えば、特許文献１参照）。しか
し、多層構造の片材は断熱層の製造や、断熱層と表層のセラミック片材との接合に手間が
かかりコスト的に不利である。また、断熱層は多孔質材料からなるので、片材の断熱層の
部分が保管、運搬あるいは施工時に欠けたりするおそれがある。片材全体の強度が低下す
るという問題もある。
【特許文献１】特開２００３－２２７２２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、多孔質材料を必ずしも要しない単純な構造で、遮熱効果を有する壁面
貼付片材及びその壁面貼付片材を用いた、遮熱効果に優れた壁面構造を提供しようとする
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の要旨とするところは、対向する一対の端面を有し、該端面で開口する貫通孔を
有し、基壁に配列貼付して用いる壁面貼付片材であることにある。
【０００５】
　また、本発明の要旨とするところは、前記壁面貼付片材が基壁に敷設されてなり、縦ま
たは横方向に配列されて片材列を構成する前記壁面貼付片材の前記貫通孔が、前記片材列
の長手方向に連なって、前記片材列をその長手方向に貫通する長尺貫通孔を構成する壁面
構造であることにある。
【０００６】
　前記壁面構造においては、前記片材列の長手方向に隣り合う前記壁面貼付片材間に隙間
空間を有し得る。
【０００７】
　前記壁面構造においては、前記片材列の末端に位置する各前記壁面貼付片材の前記貫通
孔を、開閉可能に封止する封止手段を備え得る。
【０００８】
　さらに、本発明の要旨とするところは、前記壁面貼付片材が基壁に格子状に敷設されて
なり、横方向に配列されて片材列を構成する前記壁面貼付片材の前記貫通孔が、前記片材
列をその長手方向に貫通する長尺貫通孔を構成し、縦方向に連なった複数の前記隙間空間
からなる長尺目地空間に棒状充填体が着脱可能に充填された前記壁面構造であることにあ
る。
【０００９】
　前記壁面構造においては、前記壁面貼付片材が基壁に格子状に敷設されてなり、縦方向
に配列されて片材列を構成する前記壁面貼付片材の前記貫通孔が、前記片材列をその長手
方向に貫通する長尺貫通孔を構成し得る。
【００１０】
　さらにまた、本発明の要旨とするところは、前記壁面貼付片材が基壁に敷設されてなり
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、前記壁面貼付片材が長尺であり、前記貫通孔が前記壁面貼付片材をその長手方向に貫通
し、前記壁面貼付片材が、前記基壁に長手方向を縦方向として敷設され、前記壁面貼付片
材の前記貫通孔を開閉可能に封止する封止手段を備える壁面構造であることにある。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によると、多孔質材料を用いない単純な構造で、遮熱効果を有する壁面貼付片材
及びその壁面貼付片材を用いた、遮熱効果に優れた壁面構造が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の壁面貼付片材の態様を説明する。なお、本明細書においては、各図にわたって
記される同じ符号は同一又は同様の部材やものを示す。図１に示すように、本発明の壁面
貼付片材２は、貫通孔４からなる中空部を有する片材である。貫通孔４は、略四角板状の
壁面貼付片材２の対向する一対の木口面１０，１２で開口するように壁面貼付片材２を貫
通している。符号１４は壁面貼付片材２の表（おもて）面、符号１６は裏面である。なお
、裏面１６には裏足が形成されていてもよい。壁面貼付片材２はタイルあるいはルーバー
として機能する。
【００１３】
　図２に壁面貼付片材２が基壁に敷設された壁面構造の態様の一例を示す。図２において
、壁面構造２２を構成する壁面貼付片材２は一対の端面（木口面）１０，１２を縦方向に
して敷設される。また、横方向に隣り合う壁面貼付片材２、２は間に隙間をあけて配設さ
れている。すなわち、互いに横方向に隣設の壁面貼付片材２の間には目地材を未充填の隙
間空間２４が残されている。隙間空間２４を形成するために、横方向に隣り合う壁面貼付
片材２、２の間隔は３～１５ｍｍであることが好ましい。この間隔を調整することにより
、壁面構造の遮熱性を調節できる。
【００１４】
　壁面構造２２にあっては、壁面貼付片材２が横方向に配列されてなる片材列２６におい
て、片材列２６を構成する壁面貼付片材２の貫通孔４が横方向に連なることにより長尺貫
通孔５０が形成される。すなわち、片材列２６を構成する壁面貼付片材２の貫通孔４が、
片材列２６を、各列の長手方向に貫通する長尺貫通孔５０を構成する。
【００１５】
　これにより、壁面構造２２の壁面貼付片材２が日光など外部環境により暖められた場合
、貫通孔４中の空気が一ヶ所に滞留せずにこの長尺貫通孔５０を通過してスムースに流れ
て壁面貼付片材２の熱を搬送し、さらに、その空気が目地空間２４から外部に放出され、
それにともなってその空気の熱も外部に放出されるので、壁面貼付片材２の温度上昇が抑
制される。
【００１６】
　これにより、日光など外部環境に起因して壁面貼付片材２の温度を上昇させる熱の室内
への伝導が壁面構造２２で妨げられることとなる。
【００１７】
　さらに、本発明の他の態様においては、図３に示すように、片材列２６の左右の各末端
に位置する壁面貼付片材２ａ、壁面貼付片材２ｂの貫通孔４ａ、４ｂにその貫通孔４ａ、
４ｂをそれぞれ封止する、封止手段３０ａ、３０ｂが備えられる。貫通孔４ａ、４ｂが封
止手段３０ａ、３０ｂによりそれぞれ封止されることにより、長尺貫通孔５０を通り抜け
る空気の流れが遮断される。これにより、各貫通孔４０中の空気の流れが悪くなり、空気
により壁面貼付片材２の熱を搬送し外部に放出する効果が弱められる。従って、冬場など
壁面を冷却する必要のない場合に封止手段３０ａ、３０ｂにより貫通孔４ａ、４ｂを封止
して、冷却効果の機能を低下させることができる。
【００１８】
　このため、封止手段３０ａ、３０ｂは貫通孔４ａ、４ｂを開閉可能にそれぞれ封止する
ものであることが必要であり、封止手段３０ａ、３０ｂは壁面貼付片材２ａ、壁面貼付片
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材２ｂにそれぞれ着脱可能に取りつけられることが好ましい。具体的には、封止手段３０
ａ、３０ｂとしては、貫通孔４ａ、４ｂに嵌合して栓をする栓５２ａ、５２ｂが例として
挙げられる。封止手段は貫通孔４ａ、４ｂそれぞれの開口部に粘着接着剤を介するなどし
て蓋をする態様であってもよい。
【００１９】
　本発明のさらに他の態様においては、壁面構造を構成する壁面貼付片材２は一対の端面
１０，１２を横方向にして敷設され、縦方向に壁面貼付片材２が配列した片材列が形成さ
れてもよい。この場合、互いに縦方向に隣設の壁面貼付片材２の間に目地材を未充填の隙
間空間が残される。また、貫通孔４が縦に連なって縦方向に長い長尺貫通孔が形成される
。この場合、縦方向に隣り合う壁面貼付片材２、２の間隔は３～１５ｍｍであることが好
ましい。この間隔を調整することにより、壁面構造の遮熱性を調節できる。
【００２０】
　本発明のまたさらに他の態様においては、横または縦方向に壁面貼付片材２が配列した
片材列において、片材列の長手方向に隣り合う壁面貼付片材２同士が間に隙間をあけず密
接して配設されてもよい。この態様においては、片材列の両端の壁面貼付片材２が封止手
段により封止されたとき、貫通孔が連なってなる長尺貫通孔が密閉されることになり、冬
場など外気の温度が室内の温度より低い場合に室内の保温効果が良好となる。
【００２１】
　また、本発明のさらに他の態様においては、図４に示すように、貫通孔４の貫通方向を
横方向にして、横および縦方向に壁面貼付片材２が格子状に配列して敷設され、縦方向に
連なる隙間空間２４からなる長尺目地空間６０が形成されてもよい。この場合、横方向に
連なる片材列の貫通孔４が片材列をその長手方向に貫通する長尺貫通孔５０を構成してい
る。このような態様にあっては、図５に示すように、外気の温度が室内の温度より低い場
合に、長尺目地空間６０に棒状充填体６４を挿入し、長尺目地空間６０を、従って、隙間
空間２４を塞いで貫通孔４中の空気の横方向の流れを遮断することができる。これにより
、壁面貼付片材２の保温効果が高まる。とくに、１つの壁面貼付片材２の両端に棒状充填
体６４がそれぞれ配された状態では、その壁面貼付片材２の中空部（貫通孔）が密閉され
るので、良好な保温効果が得られる。なお、符号７は壁面貼付片材２が敷設された基壁で
ある。
【００２２】
　棒状充填体６４は長尺目地空間６０に着脱可能に装着され、夏場等外気の温度が室内の
温度より高い場合には取り外される。着脱可能とするため、棒状充填体６４は弾性樹脂等
の弾性部材からなることが好ましい。また、充填部６４は自身の長軸と直交する断面にお
ける先端部６６の幅ａが根元部６８の幅ｂよりも狭く、かつｂが隙間空間２４の幅ｃ（図
４）よりやや大きくされ、としてこの断面における形状が先細のテーパー状であることが
好ましい。テーパー状であることにより、棒状充填体６４を長尺目地空間６０に押し込む
操作で棒状充填体６４を容易に長尺目地空間６０に装着できる。また、棒状充填体６４を
容易に取り外しできる。
【００２３】
　図６に示すように、棒状充填体６４は根元部６８のがわに、好ましくは棒状充填体６４
と一体に成型されてなる、長尺の蓋部７０を備えていることが好ましい。蓋部７０の幅ｅ
は、ｂより大きくされて、根元部６８から棒状充填体６４の幅方向に張り出す張出し部７
２が形成されている。棒状充填体６４の長さ、従って、蓋部７０の長さｄは敷設された壁
面貼付片材群７２の上下幅ｆと等しいことが好ましい。棒状充填体６４を複数本長手方向
に継ぎ合わせた長さがｆとに匹敵する長さであってもよい。
【００２４】
　蓋部７０の、棒状充填体６４が長尺目地空間６０に着脱可能に装着されたときに壁面貼
付片材２の表面に接することとなる面７４には接着剤層７４が形成されていることが好ま
しい。接着剤層７４は接着剥離自在の粘着性接着剤からなることが好ましく、両面粘着テ
ープからなるものであってもよいが、ワンウエイに剥離可能で、用済み後溶剤等で除去可
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能な接着剤であってもよい。
【００２５】
　図７に蓋部７０を備えない棒状充填体６４の形状を示す。図８にこの棒状充填体６４が
壁面貼付片材２の間の長尺目地空間に充填された状態を示す。なお、棒状充填体は、長尺
目地空間に充填可能なものであれば、材質や断面形状は限定されない。
【００２６】
　棒状充填体６４は片材面のすべての長尺目地空間６０にそれぞれ配されてもよいが、１
ないし複数本おきに配されてもよい。
【００２７】
　本発明の壁面貼付片材は図９（ａ）に示すように外断面形状が略かまぼこ形の壁面貼付
片材２ｘであってもよい。あるいは、図９（ｂ）に示すように、中空部１３が貫通方向に
平行な仕切りで複数個に仕切られた壁面貼付片材２ｙであってもよい。
【００２８】
　また、本発明の壁面貼付片材は陶器あるいは磁器等の焼き物からなることが好ましいが
、樹脂製、金属製、木材製あるいはコンポジット素材からなるものであってもよい。
【００２９】
　さらに、本発明においては、図１０（ａ）に示すように、壁面貼付片材１０２が、縦方
向に配列されて片材列１２６を構成し、壁面貼付片材１０２の貫通孔１０４が縦方向に連
なって片材列１２６を、列の長手方向に貫通する長尺貫通孔１５０を構成する壁面構造１
２２の場合、片材列１２６の下端の下方に長尺貫通孔１５０の下方開口１１０を開閉可能
に封止する封止手段１３０が設けられてよい。このような壁面構造１２２において、夏季
の日照により壁面が熱せられる時期に封止手段１３０を開モードにして下方開口１１０を
開状態にすると、下方開口１１０から長尺貫通孔１５０の中に外部の空気が流入し、長尺
貫通孔１５０の上方開口１１１から抜ける煙突効果による上昇気流となるため、この気流
により壁面貼付片材１０２が冷却される。冬季等壁面が熱せられない時期に、封止手段１
３０を閉モードにして下方開口１１０を閉状態にすると、上昇気流の発生が妨げられて、
かつ、長尺貫通孔１５０内の空気が保温層となって、室内から壁面に伝熱して室内が冷却
されることが妨げられる。封止手段１３０が、図１０（ｂ）に示すように、片材列１２６
の上端の上方に設けられた壁面構造１２２ｂであってもよい。
【００３０】
　片材列１２６間の目地１２７はコーキング材等で埋めてもよい。
【００３１】
　壁面構造は、図１０（ａ）に示す壁面構造１２２における片材列１２６に代えて図１１
（ａ）に示すように、長尺の壁面貼付片材１０３が用いられた壁面構造１２２ａであって
もよい。封止手段１３０が、図１１（ｂ）に示すように、壁面貼付片材１０３の上端の上
方に設けられて、上方開口１１５を封止する壁面構造１２２ｂｂであってもよい。
【００３２】
　封止手段は、図１２に示すように、片材列１２６（または長尺の壁面貼付片材１０３）
の横並びの複数列の複数の下方開口１１０にわたって下方開口１１０を同時に塞ぐことの
できる長尺封止板１６０ａを備える封止手段１３０ａであってもよい。封止手段１３０ａ
はさらに、長尺封止板１６０ａの片方の長辺部に、長辺に平行に軸棒１６２が固定され、
軸棒１６２の１端部１７０及び不図示の他端部は長尺封止板１６０ａからはみだして、そ
れぞれ一の軸受け部材１６４と不図示の他の軸受け部材に回動自在に軸着している。一の
軸受け部材１６４、不図示の他の軸受け部材は基壁７に固定される。軸棒１６２の１端部
１７０にはハンドル１７１が取りつけられていて、ハンドル１７１の回転により軸棒１６
２が回転し、これにより、長尺封止板１６０ａが矢印Ｙ１の方向に搖動する。長尺封止板
１６０ａの搖動により、複数の下方開口１１０が同時に開状態（封止手段１３０ａの開モ
ード）あるいは閉状態（封止手段１３０ａの閉モード）となる。図１２においては、長尺
封止板１６０ａの面は水平になった状態が閉状態（閉モード）である。ハンドル１７１は
、開モード及び閉モードで不図示の一時的ロック手段で固定されてもよい。他の態様にお
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いては、軸棒１６２が外気温度に連動して作動する不図示の軸駆動装置により駆動されて
もよい。
【００３３】
　本発明においては、図１３に示すように、長尺封止板１６０ａが片材列１２６（または
長尺の壁面貼付片材１０３）の上方開口１１１を開閉自在に封止する構成であってもよい
。
【００３４】
　また、本発明においては、図１４に示すように、長尺封止板１６０ａの開閉の支点（軸
棒１６２）が片材列１２６（または長尺の壁面貼付片材１０３）の（基壁７の側ではなく
）前がわに位置する構成であってもよい。
【００３５】
　本発明の他の態様の一例においては、封止手段は、図１５、図１６に示すように、片材
列１２６の横並びの複数列の複数の下方開口１１０にわたって下方開口１１０を同時に塞
ぐことのできる長尺封止板１６０ｂを備える封止手段１３０ｂであってもよい。長尺封止
板１６０ｂには下方開口１１０のピッチに対応して複数の穴１８０が形成されている。長
尺封止板１６０ｂは基壁７に固定された長尺ケーシング１８１に装着される。長尺ケーシ
ング１８１は長尺封止板１６０ｂを摺動可能に保持する。長尺ケーシング１８１は、少な
くとも封止手段１３０ｂの開モードにあっては穴１８０を塞がない形状となっていてその
ための固定穴１８３が形成されている。長尺ケーシング１８１は閉モードにあっては穴１
８０を塞ぐ形状となっていることが好ましい。
【００３６】
　長尺封止板１６０ｂが面を水平にして横方向に延出して長尺の壁面貼付片材１０３（ま
たは片材列１２６）の下端の下方に、長尺ケーシング１８１を介して、配置される。
【００３７】
　長尺封止板１６０ｂが矢印Ｙ２の方向への図面視左右動した位置により、下方開口１１
０の開状態と閉状態が得られる。
【００３８】
　本発明のさらに他の態様においては、図１７に示すように、横並びの複数列の長尺の壁
面貼付片材１０３（または片材列１２６）からなる片材群１４１において、上下の片材群
１４１の間の隙間に図５、図６、図７、図８に示すような棒状充填体６４が、封止手段１
３０ｐとして図５に示す態様で充填されて中空部１３が封止されてもよい。
【００３９】
　本発明のさらに他の態様の一例においては、封止手段は、図１８に示すように、片材列
１２６（または長尺の壁面貼付片材１０３）の複数の下方開口１１０にわたって下方開口
１１０を同時に塞ぐことのできる長尺封止板１６０ｃを備える封止手段１３０ｃであって
もよい。長尺封止板１６０ｃはバイメタル構造の長尺金属板からなり、片方の長辺部が、
長尺固定部材１８２に固定されている。長尺固定部材１８２は基壁７に固定される。外気
温度に応じて長尺封止板１６０ｃが矢印Ｙ３の方向へ変形し、低温下で下方開口１１０が
長尺封止板１６０ｃで塞がれる。
【００４０】
　壁面貼付片材２ｃの、基壁７がわの壁面１９０ｃと対向する壁１９２ｃ（そとがわの壁
）の下端部１９４ｃは斜めに切り欠かれていることが、開モードでの外部空気の流入路１
９５ｃが広くなり好ましい。この場合、切り欠きにより生ずる面１９６ｃは、壁面貼付片
材２ｃの外面１９８ｃの下端１９９ｃから内側に向けて斜めに立ち上がることとなる。
【００４１】
　封止手段１３０ｃを備える壁面貼付片材２ｃは、その直下の壁面貼付片材２ｃｃとでき
るだけ接近して配設されることが、中空部１３ｃ、１３ｃｃへの雨水の侵入が妨げられて
好ましい。この場合、壁面貼付片材２ｃｃの、基壁７がわの壁面１９０ｃと対向する壁１
９３ｃ（そとがわの壁）の上端部１９５ｃｃは斜めに切り欠かれていることが、開モード
での外部空気の流入路１９５ｃが広くなり、かつ、雨水の中空部１３ｃｃへの侵入が防止



(7) JP 5322496 B2 2013.10.23

10

20

30

40

50

されて好ましい。この場合、切り欠きにより生ずる面１９６ｃｃは、面１９６ｃと略平行
であり、壁面貼付片材２ｃｃの外面１９９ｃｃ（基壁７と接する面と反対がわの外面）の
上端部の、壁面貼付片材２ｃｃの最上面から少し下がった位置から、内側に向けて斜めに
立ち上がることとなる。
【００４２】
　本発明のまたさらに他の態様の一例においては、封止手段は、片材列１２６（または長
尺の壁面貼付片材１０３）の複数列の複数の下方開口１１０にわたって下方開口１１０を
同時に塞ぐことのできる長尺封止板１６０ｄを備える図１９に示す封止手段１３０ｄであ
ってもよい。長尺封止板１６０ｄは、片方の長辺部が長尺形状記憶合金板１８８の一の長
辺部１８９に、互いに平行する位置関係で固定されている。長尺形状記憶合金板１８８の
他の長辺部２８９が、固定用部材９１に固定されている。固定用部材９１は、片材列１２
６の直下で基壁７に固定される。
【００４３】
　図２０に示すように、長尺形状記憶合金板１８８は、長手方向に直交する断面形状が円
弧状であり、図２１に示すように、温度により状態Ｐと状態Ｑを可逆的に取り得る。すな
わち、低温では状態Ｐとなり高温で反りかえる方向が反転して状態Ｑとなる。このような
形状記憶合金板は例えばＴｉ－Ｎｉ系の形状記憶合金から得ることができる。反転温度は
例えば４０℃とすることができる。状態Ｐと状態Ｑに応じて図１９に示すように長尺封止
板１６０ｄが矢印Ｙ４方向へ搖動し、封止手段１３０ｄの開モードと閉モードが得られる
。
【００４４】
　本発明のまた別の態様の一例においては、封止手段は、片材列１２６（または長尺の壁
面貼付片材１０３）の複数列の複数の下方開口１１０にわたって下方開口１１０を同時に
塞ぐことのできる長尺封止板１６０ｅを備える図２２に示す封止手段１３０ｅであっても
よい。長尺封止板１６０ｅは、片方の長辺部１６１の両端部それぞれが、固定軸１９０に
、固定軸１９０の軸心のまわりに回動自在に連結されている。固定軸１９０には、捻りコ
イルバネ１９４、１９５、１９６、１９７が、固定軸１９０をコイルの中空部に挿通させ
て装着されている。捻りコイルバネ１９４、１９５は固定軸１９０の一端部がわに、捻り
コイルバネ１９６、１９７は他端部がわに装着されている。
【００４５】
　固定軸１９０はその一端部１９１でブラケット２００の軸受け部１９３に固定され、他
端部１９２でブラケット２２０の軸受け部１９９に固定されている。
【００４６】
　捻りコイルバネ１９４の一の腕２０２はブラケット２００の縦板部２１０に当接し、捻
りコイルバネ１９６一の腕２２２はブラケット２２０の縦板部２３０に当接している。捻
りコイルバネ１９４の他の腕２０３は長尺封止板１６０ｅの図面視下面に当接し、一の腕
２０２と他の腕２０３とは互いに離れる（開く）方向に付勢されている。捻りコイルバネ
１９６の他の腕２２３は長尺封止板１６０ｅの図面視下面に当接し、一の腕２２２と他の
腕２２３とは互いに離れる（開く）方向に付勢されている。
【００４７】
　捻りコイルバネ１９５の一の腕２０６はブラケット２００の縦板部２１０に固定され、
捻りコイルバネ１９７一の腕２２６はブラケット２２０の縦板部２３０に固定されている
。捻りコイルバネ１９５の他の腕２０７は長尺封止板１６０ｅの図面視上面に当接し、一
の腕２０６と他の腕２０７とは互いに近づく（閉じる）方向に付勢されている。捻りコイ
ルバネ１９７の他の腕２２６は長尺封止板１６０ｅの図面視上面に当接し、一の腕２２６
と他の腕２２７とは互いに近づく（閉じる）方向に付勢されている。
【００４８】
　捻りコイルバネ１９４、１９６はバネ鋼からなる。捻りコイルバネ１９５、１９７は、
変態点をこえる例えば４０℃以上の高温度で変形からの回復力が可逆的に増大する低ヒシ
テリシス性の形状記憶合金からなる。このような合金としては、例えばＴｉ－Ｎｉ系の形
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状記憶合金が挙げられる。
【００４９】
　ブラケット２００、２２０は縦板部２１０、縦板部２３０をそれぞれ介して基壁７に固
定される。
【００５０】
　図２３に示すように、高温がわでは、捻りコイルバネ１９５、１９７の付勢力により長
尺封止板１６０ｅが矢印Ｒ２方向に付勢されて下方開口１１０が開放され、低温がわでは
長尺封止板１６０ｅが矢印Ｒ１方向に付勢されて下方開口１１０が閉じられる。
【００５１】
　図２３に示す態様においては、片材列１２６（または長尺の壁面貼付片材１０３）を構
成する壁面貼付片材のうち最下部の壁面貼付片材２ｅは基壁７がわの下端部外側に切り欠
き１５２が形成され、ブラケット２００、２２０の上部の一部分を入り込ませていること
が好ましい。。
【００５２】
　また、本発明においては、長尺封止板１６０ｅの開閉の支点（固定軸１９０）が片材列
１２６（または長尺の壁面貼付片材１０３）の（基壁７の側ではなく）前がわに位置する
構成であってもよい。
【００５３】
　また、本発明においては、個々の片材列１２６（または長尺の壁面貼付片材１０３）に
個別に封止手段が設けられてもよい。この場合、封止手段は、片材列１２６（または長尺
の壁面貼付片材１０３）を構成する壁面貼付片材のうち少なくとも最下部の壁面貼付片材
に設けられることが好ましい。個々の片材列１２６（または長尺の壁面貼付片材１０３）
に個別に封止手段を設けることにより、上下に配された片材列間の隙間を小さくすること
ができ、これにより、中空部への雨水の侵入を防ぐことができる。
【００５４】
　図２４、図２５に個別の封止手段１３０ｆを備える壁面貼付片材２ｆを示す。封止手段
１３０ｆは、図１８の構成と類似のバイメタル構造の長尺金属板からなり、下方開口１１
０ｆを塞ぐことのできる封止板１６０ｆと横長角柱形状の固定部材１８２ｆとからなる。
封止板１６０ｆの一辺部が固定部材１８２ｆの上面と結合している。壁面貼付片材２ｆの
中空部１３の基壁７がわの下端部内壁部に、封止板１６０ｆが固定部材１８２ｆを介して
固定される。固定部材１８２ｆは一長側面がその下端部内壁部に接着される。
【００５５】
　壁面貼付片材２ｆの、基壁７がわの壁面１９０ｆと対向する壁１９２ｆ（そとがわの壁
）の下端部１９４ｆは斜めに切り欠かれていることが、開モードでの外部空気の流入路１
９５ｆが広くなり好ましい。この場合、切り欠きにより生ずる面１９６ｆは、壁面貼付片
材２ｆの外面１９８ｆ（基壁７と接する面と反対がわの外面）の下端１９９ｆから内側に
向けて斜めに立ち上がることとなる。
【００５６】
　封止手段１３０ｆを備える壁面貼付片材２ｆは、その直下の壁面貼付片材２ｆｆとでき
るだけ接近して配設されることが、中空部１３、１３ｕへの雨水の侵入が妨げられて好ま
しい。この場合、壁面貼付片材２ｆｆの、基壁７がわの壁面１９０ｆｆと対向する壁１９
３ｆｆ（そとがわの壁）の上端部１９５ｆｆは斜めに切り欠かれていることが、開モード
での外部空気の流入路１９５ｆが広くなり、かつ、雨水の中空部１３ｕへの侵入が防止さ
れて好ましい。この場合、切り欠きにより生ずる面１９７ｆｆは、面１９６ｆと略平行で
あり、壁面貼付片材２ｆｆの外面１９９ｆｆ（基壁７と接する面と反対がわの外面）の上
端部の、壁面貼付片材２ｆｆの最上面から少し下がった位置から、内側に向けて斜めに立
ち上がることとなる。
【００５７】
　図２６に個別の封止手段１３０ｇを備える壁面貼付片材２ｇを示す。封止手段１３０ｇ
の構成と作動原理は、図１９に示す封止手段１３０ｄと類似であり、下方開口１１０ｇを
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塞ぐことのできる封止板１６０ｇの片方の一辺部が形状記憶合金板１８８ｇの一の辺部に
固定され、形状記憶合金板１８８ｇの他の辺部が断面Ｌ字形のアングル９１ｇに固定され
る。アングル９１ｇは、壁面貼付片材２ｇの中空部１３の基壁７がわの下端部内壁部に固
定される。
【００５８】
　壁面貼付片材２ｇの下端部は、封止手段１３０ｇより下方で斜めに切断された、図２６
に示す形状であることが雨水の侵入を防止するうえで好ましい。この切断面は、壁面貼付
片材２ｇの外面１９９ｇ（基壁７と接する面と反対がわの外面）のがわから基壁７に向け
て斜めに立ち上がる。
【００５９】
　壁面貼付片材２ｇと、その直下の壁面貼付片材２ｇｇとが接近して配設される場合は、
壁面貼付片材２ｇｇの外面１９９ｇｇ（基壁７と接する面と反対がわの外面）上端部が、
壁面貼付片材２ｇの上記切断面と平行に斜めに切断された形状であることが好ましい。
【００６０】
　図２７、図２８に個別の封止手段１３０ｈを備える壁面貼付片材２ｈを示す。封止手段
１３０ｈの構成と作動原理は、図２２に示す封止手段１３０ｅと類似であり、下方開口１
１０ｈを塞ぐことのできる封止板１６０ｈを備える。封止板１６０ｈは、一の辺部１６１
ｈが、その両端部で固定軸１９０ｈに、固定軸１９０ｈの軸心のまわりに回動自在に連結
されている。固定軸１９０ｈには、図２２に示すと類似の捻りコイルバネ群９９ｈ（捻り
コイルバネ１９４ｈ、１９５ｈ、１９６ｈ、１９７ｈ）が、固定軸１９０ｈをコイルの中
空部に挿通させて装着されている。捻りコイルバネ１９４ｈ、１９５ｈは固定軸１９０ｈ
の一端部がわに、捻りコイルバネ１９６ｈ、１９７ｈは他端部がわに図２２に示すと同様
の付勢関係で装着されている。固定軸１９０ｈは一端部１９１ｈでブラケット２００ｈの
軸受け部１９３ｈに固定され、他端部１９２ｈでブラケット２００ｈの軸受け部１９９ｈ
に固定されている。
【００６１】
　軸受け部１９３ｈと軸受け部１９９ｈとは横長の連結板２１０ｈ、及び連結板２１０ｈ
とＬ字状に結合する横長のカバー板２１２ｈを介して連結されている。ブラケット２００
ｈは連結板２１０ｈの外がわ面を壁面貼付片材２ｈの中空部１３の基壁７がわの下端部内
壁に当接させて固定される。符号２ｈｈは壁面貼付片材２ｈの直下の壁面貼付片材である
。
【００６２】
　その他、本発明は、主旨を逸脱しない範囲で当業者の知識に基づき種々なる改良、修正
、変更を加えた態様で実施できるものである。
【００６３】
実験例
壁面貼付片材
　壁面貼付片材として図１に示す形状の壁面貼付片材を用いた。壁面貼付片材の縦横のサ
イズは６０ｍｍ×２２０ｍｍ、肉厚ｔは４ｍｍ、中空部の前後幅ｗは５ｍｍ、総厚さは１
３ｍｍである。材質は従来片材用に一般的に用いられる材質のものである。比較例として
従来一般的に用いられる材質の、縦横のサイズ６０ｍｍ×２２０ｍｍ、厚さ１０ｍｍの中
実の片材を使用した。
【００６４】
壁面敷設モデル
厚さ１２ｍｍ、縦横のサイズ９００ｍｍ×６００ｍｍの合板を２枚用意し、一方の合板の
表面に壁面貼付片材を、他方の合板の表面に中実片材をそれぞれ片材用接着剤を用いてほ
ぼ全面に図２に示す配列状態に敷設した。片材間隔（目地用間隔）は上下、左右とも６ｍ
ｍとし、互いに隣設の壁面貼付片材の間の目地は隙間空間のまま残しておいた。
【００６５】
日射テスト
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　片材を敷設したそれぞれの合板を太陽（五月）に片材面が正対するように設置し、５０
分経過後に片材表面中央付近と、合板の裏面（片材敷設面と反対がわの面）の中央付近の
温度を熱画像計測装置（ＮＥＣ　三栄（株）製：サーモトレーサー　ＴＨ９１００ＰＷＶ
）により計測した。
【００６６】
測定結果
壁面貼付片材
片材表面・・・４５．６℃、合板裏面・・・３３．５℃                 
中実片材
片材表面・・・４３．６℃、合板裏面・・・３６．８℃                 
【００６７】
　この測定結果により、本発明の壁面貼付片材の遮熱性が確認された。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の壁面貼付片材の態様の一例を示す斜視図である。
【図２】本発明の壁面貼付片材が基壁に敷設された壁面構造を示す正面図である。
【図３】貫通孔を封止する封止手段を備える本発明の壁面構造の態様の一例を示す正面図
である。
【図４】本発明の壁面貼付片材が基壁に敷設された壁面構造の他の態様を示す正面図であ
る。
【図５】図４に示す壁面構造に棒状充填体が装着された状態を示し、図５（ａ）は正面図
、図５（ｂ）はＡ－Ａ方向の断面図である。
【図６】本発明に用いられる棒状充填体の形状の一例を示し、図６（ａ）は正面図、図６
（ｂ）は側面図である。
【図７】本発明に用いられる棒状充填体の形状の他の一例を示し、図７（ａ）は正面図、
図７（ｂ）は側面図である。
【図８】図７に示す棒状充填体が互いに隣設の壁面貼付片材間の隙間空間に充填された状
態を示す断面図である。
【図９】本発明の壁面貼付片材の形状を示す断面図である。
【図１０（ａ）】本発明の壁面構造の態様の一例を示す配置図である。
【図１０（ｂ）】本発明の壁面構造の態様の他の一例を示す配置図である。
【図１１（ａ）】本発明の壁面構造の態様のまた他の一例を示す配置図である。
【図１１（ｂ）】本発明の壁面構造の態様のさらに他の一例を示す配置図である。
【図１２】本発明の壁面構造における封止手段の態様の一例を示し、図１２（ａ）は側面
模式図、図１２（ｂ）は正面模式図である。
【図１３】本発明の壁面構造における封止手段の態様のまた他の一例を示し、図１３（ａ
）は側面模式図、図１３（ｂ）は正面模式図である。
【図１４】本発明の壁面構造における封止手段の態様のさらにまた他の一例を示し、図１
４（ａ）は側面模式図、図１４（ｂ）は正面模式図である。
【図１５】本発明の壁面構造における封止手段の態様の他の一例を示す正面模式図（一部
断面図）である。
【図１６】図１５に示す封止手段の下面図であり、図１６（ａ）は閉状態、図１６（ｂ）
は開状態の図である。
【図１７】本発明の壁面構造における封止手段の別の一例を示す正面模式図である。
【図１８】本発明の壁面構造における封止手段のまた他の一例を示し、図１８（ａ）は側
面模式図、図１８（ｂ）は要部斜視図である。
【図１９】本発明の壁面構造における封止手段のさらに他の一例を示す側面模式図である
。
【図２０】図１９に示す封止手段に用いられる長尺形状記憶合金板の斜視図である。
【図２１】図２０に示す長尺形状記憶合金板の作動の説明図である。
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【図２２】本発明の壁面構造における封止手段のまたさらに他の一例を示す斜視模式図で
ある。
【図２３】図２２に示す封止手段の作動の態様を示し、図２３（ａ）は側面模式図、図２
３（ｂ）は正面模式図である。
【図２４】本発明の壁面構造における、封止手段を備えた壁面貼付片材の態様の一例を示
し、図２４（ａ）は封止手段の斜視図、図２４（ｂ）は作動の態様を示す側面模式図であ
る。
【図２５】図２５（ａ）は、図２４（ｂ）のＤ－Ｄ方向の断面図であり、図２５（ｂ）は
、図２４（ｂ）のＥ－Ｅ方向の断面図である。
【図２６】本発明の壁面構造における、封止手段を備えた壁面貼付片材の態様の他の一例
を示し、図２６（ａ）は封止手段の斜視図、図２６（ｂ）は作動の態様を示す側面模式図
である。
【図２７】本発明の壁面構造における、壁面貼付片材に組み込む封止手段のさらに他の態
様の一例を示す斜視模式図である。
【図２８】図２８（ａ）は図２７に示す封止手段の外観を示す斜視図であり、図２８（ｂ
）は作動の態様を示す側面模式図である。
【符号の説明】
【００６９】
２、２ｆ、２ｇ、２ｈ、２ｘ、２ｙ、１０３：壁面貼付片材
４：貫通孔
７：基壁
１０，１２：端面
２２、１２２、１２２ａ：壁面構造
２６、１２６：片材列
３０ａ、３０ｂ、１３０、１３０ａ、１３０ｂ、１３０ｃ、１３０ｄ、１３０ｅ、１３０
ｆ、１３０ｇ、１３０ｈ：封止手段
５０：長尺貫通孔
６０：長尺目地空間
６４：棒状充填体
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